
　みなさんこんにちは。まず初めに本日のゲストス
ピーカーをご紹介いたします。 
　高畠町商工会 事務局長 近野優浩 氏です。後ほど
ご講話をいただきます。
　さて、あっという間に１月も終わり２月３日には
節分があります。節分について色々調べましたとこ
ろ、季節の始まりである立春、立夏、立秋、立冬の
前日を指す言葉で、中でも「立春」が１年のはじま
りとされております。
　立春の前に「１年の邪気を払う目的」で豆まきな
どをするようになったそうです。昔の節分は１年の
始まりの前日で、今で言う大晦日のような日であり
ました。「鬼に向かって豆をまく」ことで厄災を払
い福を招き入れようとする願いが込められております。
魔を滅する（魔滅）マメ、魔を射るために（炒り豆）が使わ
れます。
　今年の正月には、甚大な地震災害があり思うよう
な楽しい正月ができませんでした。
今年１年どういう年になるのか不安もあり、なんと
かいい材料を探しながら無事に過ごしたいと思って
おりました。
　この節分の由来を調べて、もう一度新年の再ス
タートが切れるように気合を入れて豆まきをしたい
と思います。

  鈴木 司郎 会長

2 月 ８日

会 長  鈴木　司郎    幹 事  高橋　雅明　  例会  毎週木曜 12：30～13：30   旅館  ヱビスヤ      事務局 山形県高畠町高畠911-2-2F   tel 0238-52-5440・fax 52-5444

 《出席報告》
    会員数   45名　出席者数 22名　出席率　48.89 ％
    前回修正45名 　出席者数 27名　出席率　60.00 ％

《メークアップ》 
　　平　　清美 君・大河原　章 君・小平　和広 君
　　高橋　宏之 君・若林　智次 君・相田日出夫 君
　　島崎　裕司 君・後藤　隆暢 君

　 高畠町商工会

本日の例会  ［ 2680 th ］   　     2024. ２. ８

前回の例会  ［ 2679 th ］     　   2024.  2. １

事務局長　近  野  優  浩   氏

　 高畠町商工会
事務局長　近  野  優  浩   氏

スマイルBOXスマイルBOX

・本日のゲスト神谷支店長のご来訪ありが
　とうございます。

　　　　　　                         大浦　英樹 君 

・今月、県政報告を町民の皆さまに、お届け
　いたしました。青木君と桑島君にお世話
　になりました。

　　　　　　                         相田日出夫 君

・相田議員の県政報告のレイアウト制作を
　させていただき、印刷は寄清堂印刷さん
　にお願いいたしました。

　　　　　　                         青木　道春 君

 次々回の例会 ［ 2681 th ］     　    2024.２.15

　高畠町企画財政課新庁舎建設推進室

  安　部　範　久    氏

立春が１年のスタートです。皆様にとっても素晴ら
しい年になりますことをお祈りいたします。
それではお食事をお取りください。第57回 創立記念祝賀会

　　　　　　　割 烹　福   美   屋 

昭和35年生 　南陽市出身
昭和54年　山形県立米沢興譲館高等学校　卒業
昭和59年　明治大学法学部法律学科　卒業
昭和59年　株式会社山形相互銀行　入行
平成11年　中小企業診断士資格取得
令和 4 年　株式会社きらやか銀行退職
令和 4 年　高畠町商工会 事務局長として勤務 

講義内容
１．商工会とは
 商工会の事業概要

・経営改善普及事業
・地域総合振興事業

２．企業の経営改善について（ワンポイントアドバイス）
 ローカルベンチマークの活用
 ５フォース分析の活用（クロスSWOT分析と組合せ）
 偉大な経営者の言葉に学ぶ
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商工会とは
商工会とは、商工会法に基づいて成立された「特別認可法人」です。
その目的は、主として町村における商工業の総合的改善発達を図るとともに、社会一般
の福祉の増進を図ることです。

全国の市町村に約１，６００の商工会があり、約１２，４００の事業所様が会員になっ
ています。

全国的なネットワークを有し、地域事業者の約６０％が加入しています。
また、各都道府県には、商工会連合会があり広域的なサポートも図っています。
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商工会とは
商工会とは、商工会法に基づいて成立された「特別認可法人」です。
その目的は、主として町村における商工業の総合的改善発達を図るとともに、社会一般
の福祉の増進を図ることです。

全国の市町村に約１，６００の商工会があり、約１２，４００の事業所様が会員になっ
ています。

全国的なネットワークを有し、地域事業者の約６０％が加入しています。
また、各都道府県には、商工会連合会があり広域的なサポートも図っています。
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 経営改善普及事業

経営指導員等が、金融・税務・経営・労務などの相談や指導に従事します。

商店街の近代化や町おこし事業など、地域活性化のために様々な取り組みを行って
います。

経営指導

経営の悩みに対し、窓口にて経営指導員や記帳専任職員が適切なアドバイスを
行っています。

巡回による経営アドバイスも行っていますので、気軽に商工会にご相談下さい。
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補助金の活用相談

・DX・GX支援事業 ・観光施設経営強化支援事業 ・被災事業者支援事業 等々
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中小企業パワーアップ補助金 （対象：中小企業・小規模事業者）

持続化補助金 ものづくり補助金 ＩＴ導入補助金 事業再構築補助金

国

県

 講習会・セミナー
最近の例で挙げますと、インボイス制度・電子帳簿保存法などに関する必要な知
識について情報を提供するため、税務署の方や税理士の方を講師にお願いしてセ
ミナーを開催いたしました。

 マル経資金融資
無担保・無保証・低利で融資を受けられる制度を紹介しています。
常時使用する従業員が商業・サービス業では５人以下、製造業等では２０以下で
あることなど、また、商工会の経営指導を原則として６ケ月以上受けていること
など、一定の条件はありますが、貸付限度額は運転・設備資金とも２，０００万
円です。
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エキスパート・バンク
専門的知識や技術面で困っている小規模事業者の方に対し、専門家を派遣して適切
な指導助言を行っています。

税務・経理指導、帳簿の記帳代行
個人事業者の方を対象に、帳簿のつけ方から決算、申告の仕方まで適切なアドバイ
スを行います。また、所定の用紙に毎日の取引をご記入の上、１ケ月毎纏めて提出
頂き、元帳作成などの記帳業務を代行します。こちらは有料となります。

情報化指導
各種地域情報を発信し、地域の活性化を目指すとともに、事業者様のインターネッ
トを活用した情報発信のサポートを行います。
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 労務指導

事業者様の従業員の福利厚生のため、社会保険、労働保険、退職金などについて、
ご相談にのり適切なアドバイスを行っています。

• 社会保険

全ての法人事業者や、常時５人以上の従業員を雇用している一般の個人事業所

（飲食・サービス・農・林・漁業等を除く）は、健康保険・厚生年金に加入す

ることが必要です。従業員が５人未満の個人事業所でも、一定の手続を経て

健康保険・厚生年金の適用を受けることが可能です。

• 労働保険（労災保険・雇用保険）

従業員を１人でも雇用する事業主は、業種を問わず、全て労働保険に加入する
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することが必要です。労働保険の事務処理にお困りの場合は、商工会が運営

指導する労働保険事務組合に事務委託することも可能です。

共済・年金・保険制度

商工会では、事業所の従業員や経営者のもしもの備えとして各種制度への加入

についてのご相談を行っています。

• 商工貯蓄共済制度、福祉共済制度、小規模企業共済制度、経営セーフティ共済

（中小企業倒産防止共済制度）、中小企業退職金共済制度 等々。
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 地域総合振興事業

 地域（まち）づくり

商店街の整備や地域産業おこしのイベントの開催などを通して、地域の活性化に
取り組みます。これは、高畠町、高畠町観光協会、様々な地域団体と連携を図り
ながら行います。

 創業支援事業

創業を予定している方や、新たな事業分野開拓を志す方のために、専門家を派遣
する個別相談指導やセミナー形式の創業塾の開催を行います。
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青年部・女性部の活動

青年部及び女性部は、商工業の発展と魅力ある地域づくりを目指して、多彩な活
動を展開しています。各種イベントを開催する際は、準備や運営に関して幅広い
協力を行います。

意見具申

地域の振興や事業所様の事業発展のために、商工会では様々なご意見を集約し、
行政側に具申、建議を行います。
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企業の財務改善について（ワンポイントアドバイス）
新型コロナウイルス感染症は、２０１９年１２月に第１例目の感染者が報告され、
２０２０年から世界的に流行が拡大し、世界に甚大な被害をもたらしました。

これは、社会経済活動においても多大な影響をもたらしました。感染症法上の位置
づけが５類に移行された現在においてもその影響は続いている状況です。

さらに、原油高・資材高騰・エネルギー高騰等が加わるとともに、人手不足が深刻
化する中で、多くの中小企業は未曽有の経営不振に直面しているのが実情です。

この状況から出来るだけ速やかに脱却するには、自社の原因を分析し、立て直すた
めの具体的な対策を講じる必要があります。

そのための、ちょっとしたアドバイスを行いたいと思います。
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 ローカルベンチマーク（ロカベン）活用のポイント
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・ローカルベンチマークは、企業の経営状態の把握、言い換えれば健康診断を行う
ツールとして活用し、企業経営者と金融機関等が対話をするフレームワークです。
所謂、事業性評価の入口として活用することが狙いとなっています。

・６個の指標に基づく財務情報は勿論、４個の視点とされる非財務情報も重要です。

■基本情報

■財務指標(最新期）
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■財務指標（過去2期）

10 12

従業員数

指標

①売上増加率
②営業利益率
③労働生産性

株式会社○○

東京都○○
○○　○○
13_観光業

中規模事業者

15,000(千円)
30(人)

商号

所在地

代表者名

業種_大分類

事業規模

売上高
営業利益

業種_小分類 1301_観光業

0.4(ヶ月)
21.5%

6.4(倍) 6.4(倍)1-

C

※１各項目の評点および総合評価点は各項目の業種基
準値からの乖離を示すものであり、点数の高低が必ずしも企
業の評価を示すものではありません。非財務指標も含め、総
合的な判断が必要なことにご留意ください。

※２レーダーチャートで3期分の財務分析結果の推移が確
認できるため、各指標が良化（あるいは悪化）した要因を
非財務の対話シートを活用しながら把握することで、経営
状況や課題の把握に繋がります。

21.5%

648(千円)

4.1%

2016年3月

算出結果
-2.4%
-0.3%

業種基準値

2015年3月

貴社点数
3
2

業種基準値
4.1%
2.7%

500(千円) 3 648(千円)

5,130,250(千円)

2017年3月

算出結果

④EBITDA有利子負債倍率
⑤営業運転資本回転期間
⑥自己資本比率

指標

①売上増加率

2

-393(千円)
61.2(倍)

0(千円) 2

0.4(ヶ月)

2 648(千円)

貴社点数算出結果

20.0%

貴社点数
2

業種基準値
4.1%

B総合評価点

6.4(倍)

35.4%

24.2%

3

-1.2%

D

1.1(ヶ月)

2 2.7%②営業利益率
③労働生産性
④EBITDA有利子負債倍率
⑤営業運転資本回転期間
⑥自己資本比率

総合評価点 総合評価点

2

3

※総合評価点のランクはA︓24点以上、B︓18点以上24点未満、C︓12点以上18点未満、D︓12点未満

1
1
2

2.8(ヶ月)
2.1%

0.4(ヶ月)
21.5%

-0.1(倍) 5
20.8(ヶ月)

2.7%

0.3%
7.8%

0

1

2

3

4

5

②営業利益率

③労働生産性

④EBITDA有利子負債倍率

⑤営業運転資本
回転期間

収益性安全性

⑥自己資本比率

効率性 生産性

健全性

売上持続性
①売上増加率

財 務 分 析 結 果
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以下項目の黄色い網掛け部分について入力してください。

■基本入力情報 ※金額の単位は千円、従業員数の単位は人 ■算出結果

算出結果 点数 算出結果 点数 算出結果 点数
7.8% 3 -2.4% 2 -1.2% 2
0.3% 2 -0.3% 2 0.0% 2

500(千円) 3 -393(千円) 2 0(千円) 2
-0.1(倍) 5 61.2(倍) 1 - 1

⑤営業運転資本回転期間 0.8(ヶ月) 2 2.8(ヶ月) 1 1.1(ヶ月) 2
最新決算期 前期決算期 前々期決算期 35.4% 3 2.1% 2 24.2% 3

30 39 30
資本金　　　　※2 10,000

■中規模事業者_1301_観光業_企業のランク基準
指標 ⅳ ⅲ ⅱ ⅰ

①売上増加率 -4.8% 0.9% 8.1% 20.0%
②営業利益率 -2.5% 1.1% 5.4% 9.8%

 　コピー＆ペーストして下さい。 ③労働生産性 -732(千円) 239(千円) 1,455(千円) 3,617(千円)
④EBITDA有利子負債倍率 18.2(倍) 9.4(倍) 3.4(倍) 0.8(倍)
⑤営業運転資本回転期間 1.5(ヶ月) 0.8(ヶ月) 0.2(ヶ月) -0.3(ヶ月)

※上表の       欄が空欄になると事業規模が判定できないため、必ず入力して下さい。 ⑥自己資本比率 -6.3% 12.0% 36.5% 56.2%

■財務分析用入力情報 ※金額の単位は千円 ■算出指標
分類 単位

最新決算期 前期決算期 前々期決算期 売上持続性 ％ （最新期売上高/前期売上高）－１
決算年月 2017年3月 2016年3月 2015年3月 収益性 ％ 営業利益／最新期売上高

5,130,250 4,756,859 4,871,515 生産性 千円 営業利益／従業員数
前期売上高 4,756,859 4,871,515 4,932,102 健全性 倍 （借入金－現金・預金）／（営業利益＋減価償却費）　※9
営業利益 15,000 -15,320 0 効率性 ヶ月 {売上債権（売掛金＋受取手形）＋棚卸資産－
減価償却費　※4 0 18,340 0 買入債務（買掛金＋支払手形）}／（売上高／１２）
現金・預金 1,000 465,301 474,607 安全性 ％ 純資産／負債・純資産合計
受取手形　　 ※5 270,760 259,930 228,738
売掛金　　 456,500 944,198 566,895
棚卸資産 439,285 621,714 371,108
負債合計 1,668,387 3,201,652 2,409,453
支払手形　　 ※6 463,324 444,791 391,416
買掛金 373,206 258,278 315,284
借入金 　　 　※7 0 650,120 970,130
純資産合計 912,793 70,281 771,128

※1︓従業員（正社員）には、パート及び派遣及び契約社員は含まれません。 (表1）
       従業員兼役員は含まれます。 業種
　　　　役員のみの企業で上記定義によると0名となる場合については、1名として下さい。 資本金の額又は出資の総額が3億円以下の会社 又は 常時使用する従業員の数が300人以下の会社及び個人
※2︓個人事業主の場合は、資本金は「0」と入力して下さい。 内、従業員20人以下の企業を「小規模企業」とする。
※3︓事業規模は、中小企業基本法の中小企業者の定義(表1）に基づき 卸売業 資本金の額又は出資の総額が1億円以下の会社 又は 常時使用する従業員の数が100人以下の会社及び個人
　　　　判定しております。 内、従業員5人以下の企業を「小規模企業」とする。
　　　　尚、中小企業以外の「中堅企業等」は、「中規模企業」として事業規模判定をしております。 小売業 資本金の額又は出資の総額が5千万円以下の会社 又は 常時使用する従業員の数が50人以下の会社及び個人
※4︓製造原価、一般管理販売費等に計上されている減価償却費の合計を 内、従業員5人以下の企業を「小規模企業」とする。
　　　　入力して下さい。 サービス業、医療 資本金の額又は出資の総額が5千万円以下の会社 又は 常時使用する従業員の数が100人以下の会社及び個人
※5︓受取手形には、割引手形を含めた金額を入力して下さい。 廃棄物処理業、観光業 内、従業員5人以下の企業を「小規模企業」とする。
※6︓支払手形には、設備支払手形は含めません。
※7︓借入金は、長期借入・短期借入・1年以内返済長期借入金の合計を入力して下さい。なお、長期借入・短期借入・1年以内返済長期借入金の内数となっていない役員借入金は基準値の計算上、含まれません。
※8︓本分析の労働生産性は簡易的に計算したものとなりますので、経営力向上計画等に記載の際は、それぞれの定義に沿った数値を各自で計算して下さい。
※9︓以下の優先順位に基づき、点数を付与します。
　　　優先①︓（借入金－現金・預金）が0以下の場合は、「5点」を付与
　　　優先②︓（営業利益＋減価償却費）が0以下の場合は、「1点」を付与
　　　優先③︓（借入金－現金・預金）が0超の時及び（営業利益＋減価償却費）が0超の時、本式にて算出された結果に基づき点数を付与

小売業、飲食業

サービス業

中小企業基本法　中小企業定義

算出式

③労働生産性　※8

⑥自己資本比率

⑤営業運転資本回転期間

指標

④EBITDA有利子負債倍率　※9

①売上増加率
②営業利益率

農業、建設業、製造業、不動産業、
本財務分析シートの業種区分

製造業
その他 運輸業、エネルギー、その他

卸売業

2017年3月 2016年3月

⑥自己資本比率

指標
2015年3月

①売上増加率
②営業利益率
③労働生産性 ※8
④EBITDA有利子負債倍率 ※9

入力欄
株式会社○○
東京都○○
○○　○○

項目
商号
所在地
代表者名

売上高

項目
入力欄

※プルダウンメニューが利用できない場合は「業種シート」から 該当する日本標準分類を

従業員数（正社員）※1

事業規模　※3 中規模事業者

1301_観光業

業種確認ボタン

ローカルベンチマーク23業種_小分類 
13_観光業ローカルベンチマーク23業種_大分類 

このボタンを押すと【業種シート】が確認できます

15

商号
売上高
営業利益
従業員数

＜製品製造、サービス提供における業務フローと差別化ポイント＞
業務① 業務② 業務③ 業務④ 業務⑤
■実施内容 ■実施内容 ■実施内容 ■実施内容 ■実施内容 ■製品・商品・サービスの内容

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

■差別化ポイント ■差別化ポイント ■差別化ポイント ■差別化ポイント ■差別化ポイント ■どのような価値を提供しているか

＜商流把握＞

■社名・取引金額・内容等 ■属性（消費者・企業等）
※社名・取引金額・内容等

■社名・取引金額・内容等 ■属性（消費者・企業等）
※社名・取引金額・内容等

■選定理由
■選ばれている理由

■選定理由
■選ばれている理由

株式会社○○
5,130,250(千円)
15,000(千円)
30(人)

提供内容／顧客提供価値

仕入先

当社

エンドユーザー

協力先 得意先

16
商号
売上高
営業利益
従業員数

経営理念・ビジョン 市場動向・規模・シェアの把握
経営哲学・考え・方針等 競合他社との比較

顧客リピート率・新規開拓率
主な取引先企業の推移
顧客からのフィードバックの有無

経営意欲 従業員定着率
※成長志向・現状維持など 勤続年数・平均給与

後継者の有無 取引金融機関数・推移
後継者の育成状況 メインバンクとの関係
承継のタイミング・関係
企業及び事業沿革 組織体制
※ターニングポイントの把握 品質管理・情報管理体制

強み 事業計画・経営計画の有無
技術力・販売力等 従業員との共有状況

社内会議の実施状況
弱み 研究開発・商品開発の体制
技術力・販売力等 知的財産権の保有・活用状況

ITに関する投資、活用の状況 人材育成の取り組み状況
1時間当たり付加価値（生産性） 人材育成の仕組み
向上に向けた取り組み

　　　　　現状と目標のギャップ

①
経
営
者

③
企
業
を
取
り
巻
く
環
境
・
関
係
者

②
事
業

④
内
部
管
理
体
制

現
状
認
識

将
来
目
標

株式会社○○
5,130,250(千円)
15,000(千円)
30(人)

課
題

対
応
策

対話内容の総括

17

★シートの検索は

インターネット上で、「ローカルベンチマーク」と入力して検
索すれば、経済産業省が公開するシートが見つかります。

18

19

ローカルベンチマークは、経済産業省から２０１６年に公開された
もので、財務情報と非財務情報の２つの枠組みがあります。非財務
情報のシートは、「業務フロー・商流」と「４つの視点（①経営者
②事業③企業を取り巻く環境・関係者 ④内部管理体制）」に分か
れています。こちらも知的資産経営の考え方が取り入れられており、
企業の見えない強みに気づくことを狙いの一つにしています。

５フォース分析の活用（クロスSWOT分析と組合せ）
５フォース分析とは︖
５つの競争要因からビジネスの現状を把握するためのフレームワークです。
アメリカの経済額学者であるマイケルポーターによって提唱されたものです。
但し、このフレームワークは、あくまでも自社外部の状況を整理するための
ものです。

実際の企業戦略や施策を立てるには、「SWOT分析（クロスSWOT分析）」
と組合わせると有効です。

20

 ５フォース分析の基本的フォーム

新規参入者の脅威

業界内の競争

代替品の脅威

売り手の交渉力 買い手の交渉力

21

（木）

Rotary International District 2800  
2023～2024

TAKAHATA  ROTARY  CLUB

点鐘12時30分
国 歌
ロータリーソング
ソングリーダー
S 　 A 　 A

鈴 木 司 郎 会長

君 が 代
我 等 の 生 業
木 村 健 彦 君
大 浦 英 樹 君

・
・
・
・
・


